
令 和 ５ 年 ４ 月 ６ 日 

四 国 地 方 整 備 局 

松山港湾・空港整備事務所 

「新居浜港カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画」が公表されました 

１. 新居浜港 CNP 形成計画における基本的な事項 

 （CNP 形成に向けた方針） 

  （１）水素・燃料アンモニア等のサプライチェーンの拠点としての受入環境の整備 

  （２）港湾地域の面的・効率的な脱炭素化 

２. 温室効果ガスの削減目標  

   2030 年度 2013 年度比 46％削減（2021 年度から約 105 万トン削減） 

   2050 年  カーボンニュートラルの実現（2021 年度から約 271 万トン削減）      

３. 目標達成に向けた８つの取組 

   ①LNG の普及拡大 ②水素・アンモニア・バイオマス等の利用拡大と受入環境整備 

③火力発電所等における低・脱炭素化の取組の推進 ④船舶における低・脱炭素化 

⑤荷役機械、車両の低・脱炭素化 ⑥水素ステーションの導入 ⑦陸上電源の導入 

⑧港湾工事の低・脱炭素化等 

４. 公表資料 

   新居浜港カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画 

同 概要版 

  URL： https://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/kouwan/cnp-kouhyou.html 

 

同時発表  

愛媛番町記者クラブ（四国地方整備局） 

あかがねクラブ（新居浜港務局） 

新居浜港務局では、令和 4 年度より港湾関係団体、関係行政機関、学識経験者等で構成する「新居

浜港カーボンニュートラルポート推進協議会」を設置し、2050 年のカーボンニュートラルを見据え、港湾

地域からの脱炭素化を目指す取組を検討してまいりました。 

今般、協議会での議論を踏まえ、「新居浜港カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画」が公表さ

れましたので、お知らせします。 

なお、本計画は、令和 4 年 12 月に施行された改正港湾法に基づき、令和 5 年度以降に「港湾脱炭

素化推進計画」として見直しすることが予定されています。 

新居浜港におけるＣＮＰ形成に向けた取組を進めていくため、引き続き四国地方整備局としても支援

してまいります。 

【問い合わせ先】 

＜新居浜港 CNP 形成計画及び新居浜港 CNP 推進協議会の内容に関すること＞ 

新居浜港務局 港湾課長 山下
やました

 武
たける

 TEL：0897-65-1350(直通) 

＜本プレスリリースに関すること＞ 

四国地方整備局 松山港湾・空港整備事務所 企画調整課長 清家
せ い け

 清
きよし

 TEL：089-951-0162(直通) 


